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公益財団法人 メイト公徳体財団便り

理事長：赤岩達重

メイト公徳体財団理事長 挨拶

さて、今年の夏はラグビーワールドカップに日本中が盛り上がりました。

日本ラグビーフットボール協会の副会長を務めておられる清宮克幸氏が

今年の２月に当財団の講演会で講師を務めてくださった際に、ワールドカップ

を如何にして盛り上げて行くかが課題であると仰っておられましたが、結果は

大成功であり、私事のように喜んでおります。

今回のラグビーワールドカップを観戦していて気づかれた方も多いと思いますが、ラグビー日本代表

チームには多くの外国人選手が在籍しておられます。実はラグビーというスポーツには国の代表を選出

する際に一切国籍を問わないという決まりがあるのです。日本代表チームに所属している外国人選手は、

出身国のチームではなく、日本代表チームの一員として戦う決断をしてくださった方々です。逆に、今後は外

国のチームで代表として活躍する日本人選手が出てくるかもしれません。

これからのスポーツ選手には、国という枠を超えた活躍が求められているのです。

平素から当財団の運営に対して一方ならぬご尽力を頂きまして厚く御礼申し上

げます。

東京オリンピックの開催が、いよいよ来年に迫りました。

近代オリンピックの父であるクーベルタン男爵は、オリンピックとは「文化・国政

など様々な差異を超え、友情、連帯感、フェアプレーの精神を持って理解しあう

ことで、平和でよりよい世界を実現する」場だと述べています。世界各国の選手、

スタッフが大勢集まるオリンピックにおいては、他国のさまざまな文化や価値観を

学び、日本が誇るおもてなしの心でお迎えしたいと思います。私も、来年の

東京オリンピックを心待ちにしております。

当財団は、世界で活躍できる国際感覚豊かな青少年の育成について、微力ながら

お力添えが出来るよう今後とも精進していく所存でございます。

皆様方におかれましては、変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

徳育・知育・体育の成長を図るため、スポーツ活動を通じて、世界に通用する豊かな人格の涵養と
自ら学び、個性を伸ばし、心身ともにたくましく、社会の発展に寄与し、誇りを持てる青少年を
育成する指導者を養成する。

知 育 体 育

スポーツを通じて他者と協調し
心身の健全な育成につとめ

共に生きる。

徳 育
個性を尊重して、

社会的規範、感動する心、
思いやりや感謝の心など

豊かな人間性を身につける。

1．さわやかな挨拶をします
2．思いやりと感謝の心を持ちます
3．率先して、目標に向かって常に努力します
4．自らの可能性を信じ、知識・技能の習得に努めます
5．スポーツを通じて、心身を鍛錬し自分自身を確立します

5つの誓い

自らの可能性を信じ、
知識・技術の練磨に努め
自分を高める努力を

重ねる。
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ソフトボール

今年（2019年度） 助成金 採択団体のご紹介前年（2018年度） 助成団体の活動報告

《2018年度の助成団体（全15団体）》
今年度の助成団体（全１5団体）を以下にご紹介致します。

団 体 名

児童数 年間試合数（練習試合数・大会での試合数）

練習曜日 練習の参加率1回の練習時間

< ご紹介内容 >

○桜が丘レッドファイヤーズスポーツ少年団

○佐伯リトルスパーキッズ

○優和バレーボールクラブ

○山陽剣道教室スポーツ少年団

○高野スポーツ少年団

《2018年度活動評価・報告》

スポーツ以外で重視していることについての点数付けを10点
満点で行っていただき、それを平均したものが右の表です。
申請時（2018年4月）、活動後（2019年3月末）でそれぞれ評価
していただいたところ、全項目での点数が上昇しております。

《練習・試合の状況(15団体平均)》

○練習日数 ： 3.1日/週
○参加率 ： 91％
○2018年度試合数 ： 67試合

小学生のバレーボールの指導員をして
います。年齢の差もあるので、それぞれの
練習メニューを作りながら、試合に向け
てのコート練習をしています。共働きの家
庭が多い中、送迎などの協力をしてくだ
さる保護者の方にはいつも感謝の気持
ちでいっぱいです。
小学生の時に学んだことは、脳の発
達とともに一生涯のものになると言われ
ています。教える側には根気が必要です
が、その成果は、練習量や練習の質に
も影響するので、コツコツと教えることが
必要だと思います。
勝敗はもちろん気にしますが、将来バ
レーボールが好きと言ってくれる仲間をつ
くることを重視しています。児童たちが
中学生になっても、バレー以外のスポーツ
でもよいので心身の健康のためにスポー
ツを続けて欲しいと思っています。

ぼくは、今年からミニバスを始めました。そ
して、この一年でたくさんのことを学びました。
その中でも印象に残ったのは、「体格を生
かす技」です。今まで、他の人より体が大き
いことをよくバカにされました。でも、ミニバス
を始めて、コーチや監督から「体が大きいの
は才能じゃ。それをチームのために使うかどう
かはお前しだいじゃ。」と言われました。自分
の体も才能、と言われてうれしかったです。
リバウンドを取ることや、ポストプレーといっ
たゴール下での争いをやる練習が出来て、試
合でその技が出来ればチームの勝利がグッと
近くなります。つまり、それだけ自分は重要な
ところでプレーをしている、ということになりま
す。そのことに責任を持ってプレー出来ている、
と思われるために、練習からしっかりやりたい
です。
最後に、助成金をありがとうございました。
これからも練習をがんばります。

《練習・試合以外の活動》

○廃品回収
○交流合宿
○清掃活動

○ボランティア活動
○模擬店出展
○キャンプ 等々

活動を振り返って
（感想文のご紹介）

剣 道

久米剣道教室

30名 33 試合 （8試合・25試合）

2 時間 90 ％水・金

○山北三区スポーツ少年団

○津山市新林田スポーツ少年団

○岡山西南 男子ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

○佐良山ｽﾎﾟｰﾂ少年団女子

ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ

○陵南ミニバスケットボール 男子部

○横井バレースポーツ少年団

○大元バレースポーツ少年団

○横井スポーツ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部

○高島卓球スポーツ少年団

○大元スポーツ少年団ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部 勝北ＳＳ

7名 34 試合 （7試合・27試合）

2 時間 100 ％火・木・土

喬松スポーツ少年団

31名 50 試合 （9試合・41試合）

1.5～2 時間 90 ％水・金・日

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ・剣道

「オリンピックに出て金メダルをもらう！」この
夢をかなえるために私はスポーツ少年団に入り
ました。お父さんもコーチとして入ってくれて、み
んなの指導だけでなく、試合にも連れて行って
くれたり家でも色々教えてくれたりしています。
スポ少に入ったばかりの頃は何も分からなく
て、先輩たちについていくのがやっとでした。何
年かバレーを続けていくうちに仲間も増えてき
て、自分たちがメインの試合に出るようになっ
てきました。
けんかをしたり、試合に負けて泣いたり色々
なことを経験するうちに、自分のプレーだけでな
くみんなとの協力が大事という事が分かりまし
た。チームワークの大切さ、
支えてくれる人たちへの気持ち、
バレーを通して色々な勉強が
出来ています。来年はいよいよ
最高学年です。くいの残らない
一年になるよう精いっぱい
がんばっていきたいです。

木山スポーツ少年団野球部

17名 15 試合 （10試合・5試合）

3.5 時間 90 ％土・日

軟式野球

フォルツァ桜が丘バレーボールクラブ

24名 150 試合 （100試合・50試合）

2.5 時間 90 ％週4日

バレーボール

2.5 時間 90 ％火・土

和気スポーツ少年団

10名 18試合（5試合・13試合）

建部バレーボールスポーツ少年団

8名 40 試合 （25試合・15試合）

4 時間 100 ％水・土・日

3 時間 100 ％火・金・土・日

竜之口スポーツ少年団

10名 35試合（15試合・20試合）

ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ

加茂ミニバスケットボールスポーツ少年団

17名 100 試合 （80試合・20試合）

2 時間 95 ％水・木・土・日

みつオールスターズ 男子

14名 77 試合 （39試合・38試合）

1.5～6 時間 90 ％火・木・土

バトンチーム真 岡山

20名 4 試合 （0試合・4試合）

1.5 時間 99 ％水・金

バトントワリング

2020年1月26日（日）13：00～

学び館「サエスタ」

朝原氏プロフィール

ところ

あさはら のぶはる

北京オリンピック 陸上銀メダリスト

とき

入場料 無料 駐車場

1972年生まれ。同志社大学3年生の国体100ｍで10秒19の日本記録樹立。1996年初のアトランタオリンピックでは100m、走幅跳、

4×100ｍRで出場。日本人選手として28年ぶりの準決勝進出を果たした。2008年北京オリンピック4×100mリレーでは、悲願のメダル獲得。

また、2018年世界マスターズ4×100ｍR(M45)で金メダルを獲得。

現在は、陸上競技クラブ「NOBY T＆F CLUB」の主宰者、一般社団法人アスリートネットワークの副理事長として「スポーツを通じた健康力の高

いまちづくり」活動を推進している。

有り

2～7 時間 100 ％水・土・日・祝

真備バレーボールスポーツ少年団

8名 82試合（53試合・29試合）

東津山スポーツ少年団

21名 72 試合 （10試合・62試合）

4 時間 90 ％土・日

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ

中正スポーツ少年団

13名 25 試合 （4試合・21試合）

2 時間 80 ％金・日

芥子山ベアーズ軟式野球スポーツ少年団

21名 79 試合 （37試合・42試合）

3 時間 90 ％水・土・日

5
6
7
8
9

10
挨拶すること

目上の人への態度

・言葉遣い

運動用具を大切に

運動用具を綺麗に

時間厳守

役割を果たす

片づけをきちんと

する
自信を持たせる

くじけない心を作

る

自分で考えられる

ようにする

感謝の心を養う

目標を持たせる

生きる力を養う

社会に貢献する心

を養う

申請時
活動後

2018年6月11日

2019年2月24日

１．スポーツ少年団への助成事業

今年（2019年度）の事業前年（2018年度）の主な活動報告

講師 ： 清宮 克幸 先生

２．第12回記念講演会

助成対象

１5団体

第11回記念講演会 開催

2018年6月26日 評議員会開催

2019年度助成金授与式にて（6月26日）

理事会開催

助成金額

１団体あたり

１２万円以内

（理事会 同時開催)

詳細は右ページをご覧ください。

和気郡和気町父井原430-1
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担当 ／ 後谷・兼田

TEL ／ ０８６９－８８－０２４３ FAX ／ ０８６９－８８－０２４８

住所 ／ 〒７０９－０５１４ 岡山県和気郡和気町佐伯５２６－３ （株）メイト内

ホームページ ／ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍａｔｅ．ｏｒ．ｊｐ／

メイト公徳体財団への
お問い合わせは

こちらまで
お願いいたします。

講師： 清宮 克幸 氏

ラグビー ヤマハ発動機ジュビロ 元監督

日本ラグビーフットボール協会 副会長

人を育てる大切な三つのこと

人を育てるのに大切なものが三つあります。一つは愛。愛とか情熱とか、これは欠かせない。もう一つは言葉。チーム

を、組織を動かす強い言葉が必要です。最後の一つは独自性。今日はこの独自性について深く掘り下げていこうと思い

ます。

開 催 日 ：2019年2月24日（日）
開催場所：学び館サエスタ

独自性を前面に出す

「勝てるチーム、

勝てるリーダー」

独自性っていうのは、人とは違うこと、自分だからやること、自分にしかできないこと、そんなことです。

試合に出るのに練習するでしょう、他の人と違う練習ってないですか？自分だけの練習方法が。それが独自性です。独

自性を活かして他人と差をつけてレギュラーになる、スポーツもビジネスも同じです。この独自性をどう前面に出して

戦って行くか、ということが大切です。

僕は高校生になってラグビーを始めました。ラグビーの強豪校はものすごい練習をするのですが、僕らはそこまで練

習時間をとれていなかった、そんなチームがラグビー激戦区の大阪で優勝したのです。その答えが独自性でした。

監督に言われた練習をやるのではなく、自分で考えた練習をすること。短い時間で結果を出さなければならない、その

ためには他と違う練習をする必要があります。そこでキャプテンとなった僕が考えたことは、毎日試合と同じ形式の練習

をすること。その練習でチームがとても強くなりました。

僕が早稲田のラグビー部監督の話を受けたとき、早稲田はものすごく弱かったんです。そんなチームを日本一に持っ

て行かなければならないのです。普通にやっていては勝てないので、独自性を考え、自分たちのスタイルを作りに行く

必要がありました。まずキックを捨てました、ラインもとれないのでやめて、独自性のあるスクラムをひたすら練習しました。

そうしたら結果が出ました、１年目、２年目と立て続けに優勝できたのです。

独自性に自信を持つ

それから、自信を持つことも大切です。他人と違うことをやっていたら人は不安になる、世の中にはそんな人間が多い

です。しかし逆なんです、人と違うということを自信に変えないといけない、それをヤマハ選手は身につけることが出来ま

した。

人がやらないことばかりをやるというのももちろん問題がある、人と同じことをやりながらスペシャルなことをやるのが理

想ではあります。しかし時間がない時、どちらかしかできない時、僕はそういう時はスペシャルなことを優先するべきだと

思うんです。

これが出来てから次を、それが出来たらまた次を、そういう考え方をしていると時間切れになってしまいます。ぜひ自分

たちにしかできないスペシャルなことを考えて行動してもらいたいと思います。

我が子の教育について

（ご子息のプロ野球選手、清宮幸太郎選手について）野球とは直接関係ないのですが、僕は息子に一つルールを課し

ていました。それはどんな時でも「頑張ります」と言ってはいけないということです。

せっかく人前で喋る機会を頂いているのに、「一生懸命頑張ります、ありがとうございました」みたいな普通のスピーチを

してはいけない、それを小学校に入った頃からずっと徹底していました。

更に毎日の食事中に、今日あったことを３０秒で喋らせる、そういった練習をやっていました。これも独自性です。


